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トウガ ラシの病株から分離される病原ウイルスのう

ち， CVMV, TSW V, CMV, TLCVはいずれも虫媒

伝染性のウイルスである。 そこで， アブラムシ， スリ

ッ プスに対して飛来防止効果のある各種の農業資材を

用いてウイルス病の耕種的防除効果を検討した。

(1) 育苗時の処理 ： トウガ ラシの育苗を白色寒冷紗の

トンネル被覆下で行った場合（寒冷紗育苗） と露地

の無被覆下で行った場合（露地育苗） を比較した。

また， 定植直前に各処理苗についてウイルス病の発

生と媒介昆虫（アブラムシ， アザミウマ， コナ ジラ

ミ） の寄生状況を比較調査した。

(2) 定植後の処理 ： 圃場における処理区はシルバ ーテ
ー プ展張 区， シルバ ーマルチ 区， トウモロ コ シ 間作

区，ムシ コ ンマルチとシルバ ーテー プ展張の併用区，

紫外線除去フィルム被覆 区， 殺虫剤散布 区， 寒冷紗

被覆 区， シルバ ーマルチ ＋ 寒冷紗囲い ＋ 紫外線除去

フィルム被覆の複合区及び無処理（対照） 区の計 9

処理区で， 2 反復を行った。

(3) その結果， 育苗を寒冷紗のトンネル被覆で行うこ

とによって無病苗が生産でき， これらの苗を定植し

た場合露地育成苗に比べ圃場での発病は遅延し， 被

害は軽減した。 また， 圃場においては寒冷紗被覆あ

るいは紫外線除去フィルム被覆処理が著しい防除効

果を上げたが， 経済性の面からシルバー テ ー プの展

張， ムシ コ ンマルチとシ ルバ ーテー プ展張の併用，

あるいは殺虫剤散布が最適な防除法と考えられる。
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各種農業資 材 に よ る ト ウ ガ ラ シ ウ イ ル ス病防除試験 (12月 13 日 調査）

処 理 育苗条件
症 状 別 株 数
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注） LC ： 巻葉， TN : 頂葉枯死， M : モ ザイ ク

● 熱帯農研集報 No.60 ( 1988) p. 1 15-120 を 参照 し て 下 さ い 。




